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議
員
　
昨
年
４
月
に
開
設
さ
れ

た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
廃

止
さ
れ
た
社
会
教
育
会
館
ほ
ど

市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

ィ
グ
マ
と
言
わ
れ
る
意
識
と
受

給
者
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
等
が
あ

る
と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
受
給
者
へ
の
偏
見
は
望

ま
し
く
な
い
。
制
度
の
正
し
い

周
知
が
重
要
だ
。
自
立
支
援
と

悪
用
防
止
に
努
め
、
制
度
の
健

全
な
運
用
を
図
り
た
い
。

議
員　
ひ
き
こ
も
り
は
青
少
年

問
題
か
ら
中
高
年
問
題
に
移
行

し
て
い
る
。
親
亡
き
後
の
支
援

に
つ
な
げ
る
た
め
、
中
高
年
の

ひ
き
こ
も
り
の
人
に
対
し
、
今

か
ら
自
立
支
援
等
生
活
を
支
え

る
支
援
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

市
長
　
生
活
・
就
労
支
援
窓
口

で
の
相
談
な
ど
を
通
し
て
実
態

把
握
に
努
め
な
が
ら
、
当
事
者

と
家
族
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
孤
食
に
は
味
覚
の
未
発

達
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
低
下
等
様
々
な
課
題
が
あ

る
。
誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
ワ

ン
コ
イ
ン
食
堂
等
を
開
き
た
い

市
民
の
た
め
、
場
所
の
提
供
な

ど
市
が
支
援
す
べ
き
だ
。

市
長
　
子
ど
も
食
堂
等
の
先
行

事
例
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
な

が
ら
、
市
と
し
て
の
支
援
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
高
齢
者
の
生
活
と
福
祉

実
態
調
査
報
告
書
で
低
栄
養
の

問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
低

所
得
や
介
護
度
が
重
く
な
る
ほ

ど
低
栄
養
の
傾
向
に
あ
る
。
力

を
入
れ
て
改
善
に
努
め
る
べ
き

だ
。
考
え
方
を
伺
う
。

保
健
医
療
担
当
部
長　
実
際
の

健
診
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
高
リ

ス
ク
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど

も
念
頭
に
改
善
に
向
け
た
事
業

展
開
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員
　
子
ど
も
の
貧
困
問
題
の

解
決
に
は
、
福
祉
と
教
育
の
一

体
的
な
支
援
が
重
要
だ
。
市
が

実
施
し
て
い
る
学
習
環
境
整
備

支
援
事
業
は
、
生
活
保
護
世
帯

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
所
得
が

低
い
家
庭
や
ひ
と
り
親
家
庭
の

子
ど
も
に
も
拡
充
す
べ
き
だ
。

市
長
　
低
所
得
世
帯
の
中
学
３

年
生
と
高
校
３
年
生
に
対
す
る

学
習
塾
代
と
受
験
料
の
貸
付
事

業
等
を
実
施
し
て
お
り
、
現
時

点
で
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。

す
べ
き
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
生
活
保
護
の
基
準
は
国

が
定
め
、
市
は
、
法
定
受
託
事

務
と
し
て
適
正
に
制
度
運
用
す

る
こ
と
が
責
務
だ
。
引
き
続
き

受
給
者
の
支
援
に
取
り
組
む
。

議
員
　
生
活
保
護
の
利
用
資
格

が
あ
る
人
の
う
ち
、
実
際
の
利

用
者
は
２
割
程
度
と
の
指
摘
が

あ
る
。
利
用
資
格
が
あ
る
人
を

適
切
に
生
活
保
護
制
度
に
つ
な

げ
る
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み

と
は
何
か
。
所
見
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長

困
窮
者
本
人
か
ら
支
援
を
求
め

に
く
い
現
状
も
あ
る
の
で
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
更
に

制
度
の
周
知
等
を
進
め
た
い
。

議
員
　
申
請
を
た
め
ら
う
理
由

に
生
活
保
護
を
恥
と
す
る
ス
テ

議
員
　
国
が
、
２
０
１
８
年
の

生
活
扶
助
基
準
見
直
し
で
最
大

５
％
の
基
準
額
を
削
減
す
る
方

針
を
決
め
た
こ
と
に
対
し
て
受

給
者
か
ら
不
安
の
声
が
あ
る
。

ま
た
、生
活
保
護
の
基
準
は
、低

所
得
者
を
対
象
と
す
る
他
の
施

策
の
給
付
水
準
等
に
も
連
動
す

る
。
削
減
は
、
生
活
保
護
受
給

者
だ
け
で
な
く
全
て
の
市
民
に

も
関
係
す
る
問
題
だ
。
市
は
、

こ
の
基
準
の
削
減
を
他
の
制
度

に
連
動
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
今
後
詳
細
な
基
準
が
示

さ
れ
た
段
階
で
対
応
を
検
討
す

る
。
現
時
点
で
具
体
的
な
救
済

措
置
は
検
討
し
て
い
な
い
。

議
員
　
貧
困
が
改
善
さ
れ
な
い

中
で
の
扶
助
費
の
削
減
は
中
止

止
の
取
り
組
み
を
深
め
た
い
。

議
員
　
平
成
28
年
度
に
お
け
る

三
鷹
市
安
心
見
守
り
電
話
へ
の

入
電
の
う
ち
、
65
歳
未
満
の
市

民
の
安
否
確
認
件
数
を
伺
う
。

市
長
　
安
否
確
認
は
６
件
あ

り
、
う
ち
５
件
が
単
身
世
帯

で
、救
急
搬
送
は
１
件
あ
っ
た
。

議
員
　
社
会
的
孤
立
と
孤
独
死

は
、
障
が
い
や
疾
病
等
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
若
年
層
、
壮
年

層
に
も
起
こ
り
う
る
問
題
だ
。

孤
独
死
の
予
防
、
救
命
が
重
要

で
あ
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、

孤
立
を
防
止
し
孤
独
死
予
防
に

つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
三
鷹
市
に

お
け
る
障
が
い
者
の
就
労
に
つ

い
て

層
の
社
会
的
孤
立
と
孤
独
死
に

つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
15
歳
か
ら
64
歳
に
お
け

る
孤
独
死
の
存
在
が
本
市
で
も

推
定
さ
れ
、
孤
独
死
の
防
止
の

た
め
に
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
多
世
代
交
流
事
業
の
充
実
に

よ
り
支
え
合
い
の
仕
組
み
を
つ

く
り
、
孤
立
解
消
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
65
歳
未
満
の
単
身
世
帯

の
市
民
に
対
す
る
生
活
実
態
調

査
を
行
う
こ
と
で
、
社
会
的
孤

立
の
兆
候
等
を
把
握
で
き
る
と

考
え
る
。
本
市
で
の
調
査
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
調
査
は
行
っ
て
い
な

い
。
本
市
で
は
生
活
・
就
労
支

援
窓
口
を
開
設
し
て
お
り
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
い
で
い
る
。

相
談
窓
口
を
周
知
し
、
孤
立
防

市
で
も
丁
寧
に
説
明
す
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
若
年
女
性

の
命
と
性
被
害
か
ら
守
る
支
援

に
つ
い
て

際
、
都
の
窓
口
で
事
前
相
談
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。
税
務
署

や
市
の
課
税
部
門
に
も
相
談
す

る
よ
う
指
導
さ
れ
て
お
り
、
本

横
須
賀
市
は
民
間
事
業
者
と
連

携
し
た
支
援
を
行
い
、
参
考
に

な
る
。
今
後
検
討
し
た
い
。

議
員
　
昨
年
４
月
か
ら
京
都
市

で
は
、
事
前
に
痛
み
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
や
心
肺
蘇
生
な
ど
終
末

期
に
希
望
す
る
医
療
措
置
を
書

き
込
み
で
き
る
事
前
指
示
書
を

配
付
し
た
。
自
治
体
が
本
人
の

尊
厳
や
家
族
の
負
担
軽
減
を
図

る
選
択
肢
を
示
す
こ
と
は
必
要

だ
。
こ
う
し
た
事
例
も
踏
ま
え

て
、
今
後
市
民
の
希
望
に
基
づ

く
終
末
期
医
療
を
更
に
支
援
す

べ
き
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　
医
療
や
介
護
を
受
け
る

際
に
、
自
分
の
意
思
で
希
望
す

る
医
療
や
介
護
を
選
択
で
き
る

よ
う
、
必
要
な
情
報
を
市
民
に

届
け
る
こ
と
が
重
要
だ
。

議
員
　
尊
厳
死
は
難
し
い
課
題

だ
が
、
今
後
、
市
と
し
て
終
末

期
医
療
の
あ
り
方
を
考
え
る
場

合
、
市
民
、
医
師
会
等
と
検
討

が
必
要
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
現
在
責
任
を
持
っ
て
回

答
す
る
こ
と
は
難
し
い
課
題
だ

が
、
人
生
の
終
末
期
を
自
分
ら

し
く
生
き
る
支
援
の
た
め
の
議

論
は
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
人
生
の
終
末
期
に
本
人

の
希
望
に
応
じ
た
治
療
等
を
目

指
し
て
、
様
々
な
自
治
体
が
取

り
組
み
に
着
手
し
て
い
る
。
現

在
市
民
の
中
で
意
識
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
の
が
終
活
へ
の
取
り

組
み
だ
。
本
市
も
具
体
的
な
終

活
支
援
と
し
て
、
昨
年
５
月
に

「
わ
が
家
・
三
鷹
で
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
」と「
三
鷹
版
わ
た
し

の
覚
え
書
き
ノ
ー
ト
」を
発
行

し
た
。
作
成
過
程
で
工
夫
し
た

点
や
今
後
の
課
題
を
伺
う
。

市
長
　
関
心
を
高
め
る
た
め
、

説
明
を
カ
ラ
ー
の
漫
画
形
式
で

分
か
り
や
す
い
も
の
に
し
た
。

覚
え
書
き
ノ
ー
ト
の
記
載
項
目

も
身
体
の
状
況
や
資
産
の
管

理
、
家
族
等
の
連
絡
先
な
ど
基

本
的
項
目
に
絞
っ
た
。
今
後
、

介
護
に
関
わ
る
世
代
へ
の
在
宅

療
養
等
の
啓
発
が
課
題
だ
。

議
員
　
高
齢
者
の
生
前
に
、
死

後
の
葬
儀
等
の
終
活
計
画
作
成

を
支
援
す
る
横
須
賀
市
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
・
サ
ポ
ー
ト

事
業
は
先
進
的
な
取
り
組
み

だ
。
予
算
も
ほ
ぼ
必
要
な
く
、

参
考
に
な
る
。
所
見
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長

の
拡
大
に
よ
り
孤
立
が
進
ん
で

い
る
。
本
市
の
若
年
層
、
壮
年

議
員　
社
会
と
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
や
貧
困
、
様
々
な
格
差

あ
れ
ば
都
に
要
望
等
を
行
う
。

議
員
　
市
内
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン

等
の
供
給
過
剰
で
空
き
室
が
目

立
つ
。空
き
家
・
空
き
室
と
い
う

不
良
資
産
を
利
活
用
す
れ
ば
資

源
と
な
り
、地
域
経
済
活
性
化

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
市
内
で
消
費
活
動
が
活

発
に
な
れ
ば
、
経
済
的
効
果
や

資
産
の
有
効
活
用
等
も
期
待
さ

れ
る
。
問
題
等
の
発
生
を
予
防

し
、
円
滑
な
取
り
組
み
が
な
さ

れ
る
よ
う
対
応
し
た
い
。

議
員
　
国
内
民
泊
の
90
％
以
上

が
違
法
営
業
し
て
い
る
。
契
約

者
間
、
周
辺
住
民
と
の
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
す
る
の
で
は
な
い

か
。
違
法
民
泊
の
現
状
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

企
画
部
長
　
市
内
の
旅
館
業
法

違
反
の
事
例
に
つ
い
て
は
認
識

し
て
い
る
。
民
泊
新
法
施
行
後

の
無
届
の
営
業
に
つ
い
て
も
違

法
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

多
摩
府
中
保
健
所
へ
情
報
提
供

し
、
適
切
な
対
応
に
努
め
る
。

議
員
　
民
泊
事
業
を
始
め
た
市

民
に
積
極
的
な
納
税
周
知
と
勧

奨
に
努
め
て
ほ
し
い
。

市
民
部
長
　
民
泊
事
業
開
始
の

議
員
　
国
は
、
昨
年
６
月
に
住

宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊
新
法
）

を
成
立
さ
せ
た
。
民
泊
新
法
に

よ
る
民
泊
営
業
の
規
制
緩
和
策

に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
民
泊
は
地
域
活
性
化
に

資
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
ト

ラ
ブ
ル
の
発
生
も
懸
念
さ
れ

る
。
所
管
す
る
都
が
責
任
を
持

ち
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

本
市
へ
の
苦
情
等
も
想
定
さ
れ

る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携

が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　
国
と
都
は
民
泊
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ

発
表
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

本
市
の
実
情
に
沿
っ
た
も
の
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
都
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
国
が
定
め
た
内
容
を
よ
り

明
確
に
し
、
実
効
性
を
高
め
た

内
容
で
あ
る
。
不
十
分
な
点
が

　

会
派
名
は
、
一
般
質
問
が

行
わ
れ
た
時
点
で
の
名
称
で

表
記
し
て
い
ま
す
（
１
面
参

照
）。

一
般
質
問

　

２
月
23
日
、
26
日
の
本
会
議
で
、
17
人

の
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

個人市民税に関する相談窓口

民
進
党
　
岩
見
　
大
三
　
議
員

市
民
が
自
分
ら
し
く
生
き
る

�

終
末
期
支
援
の
取
り
組
み
を

民
進
党
　
石
原
　
　
恒
　
議
員

ト
ラ
ブ
ル
事
例
か
ら
学
び

�

健
全
な
民
泊
事
業
を
推
進
せ
よ

若
年
層
等
の
生
活
実
態
を
調
査
し

�

社
会
的
孤
立
の
兆
候
を
把
握
せ
よ

日
本
共
産
党
　
西
尾
　
勝
彦
　
議
員

い
の
ち
が
大
事
　
伊
沢
　
け
い
子
　
議
員

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
市
民
の

�

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
る
か

日
本
共
産
党
　
栗
原
　
健
治
　
議
員

市
民
生
活
を
守
り
保
障
す
る

�

生
活
保
護
制
度
の
正
し
い
周
知
を

日
本
共
産
党
　
大
城
　
美
幸
　
議
員

全
て
の
世
代
の
貧
困
対
策
に

�

基
礎
自
治
体
と
し
て
取
り
組
め

生活・就労支援窓口

（
６
面
へ
続
く
）


